2006.09.23グリーンハウス再生プラン

第一回プロジェクトチーム会議

“グリーンハウス再生プラン”　第一回プロジェクトチーム会議

· 日時：　2006年9月23日（土）15：00～17：00
· 場所：　グリーンハウス二階食堂

· 参加者：　宮田英夫（善行雑学大学）、水沼淑子（関東学院大学教授）、森山恒夫（神奈川建築士会スクランブル調査隊）、平井充（藤沢アートワーク）、佐藤里紗（旧モーガン邸を守る会）、鈴木（藤沢市経営企画課）、桑山（地元住民）
<オブザーバー> 渥美・権田（善行雑学大学）、山口（藤沢アートワーク）、
<事務局>　池田徳孝・中島明（県企画課）、菅孝能・渡辺憲一・池田誠之・關佑也（邸園文化調査団）

議事要旨
■決定事項

· 次回プロジェクトチーム会議：10月28日午前　09：30~11：00＠グリーンハウス二階食堂

· 事前に、各班の調査等の進捗状況をe-mail等でお出しいただきたい。

· 役割分担や各班の主査、検討スケジュールは概ね合意。

· 連絡用のメーリングリストは、昨年のWSのMLを利用する。【⇒管理者：蔀（邸園文化調査団）】
■グリーンハウス再生プラン策定までの経緯について

· 「さがみ湾文化ネットワーク構想」策定（2006年3月）

· 「相模湾沿岸の魅力づくり」…県の総合計画「戦略プロジェクト51」のひとつ

· モデル事業の検討のためのワークショップを開催。成果を踏まえ、提案をいただいた。

· 「みんなで考えよう！グリーンハウスの保全再生プラン」邸園文化調査団が協力。3回のワークショップを実施。

· 「グリーンハウス再生プラン」

· プロジェクトチームを形成して検討するという条件。

· プラン検討を支えるまちづくり団体を募集。

· 選考団体：　邸園文化調査団　←プロポーザルを制し、県から委託を受けることになった。

· グリーンハウスの再生のための基本計画をとりまとめ、県に提案することが今年度の作業。

■調査・検討項目

アンケート調査[主査：渡辺さん]

· 11月19日、湘南邸園文化祭の企画を進めている。できるだけ多くの人に存在を知ってもらいたい。グリーンハウス再生に賛同する方を増やしたい。その日の見学会、グリーンハウスの三階も開けて貰う。

· この日にもアンケートを取る。アンケート内容、邸園文化調査団とも打合せながら、有効に活かしたい。

· 湘南邸園文化祭で実施するアンケートとグリーンハウス再生プランで検討するアンケート、リンクさせて一つにすべき。（前者については9/27に内容が決定する）

· アンケートにも三種類あるのでは？収集の方法もそれぞれ異なる。

· 湘南邸園文化祭の参加者に対するアンケート　　　⇒入場者に配る

· 体育センターセンター利用者へのアンケート　　　⇒グリーンハウスに置かせてもらう？

· 地域住民に対するアンケート　　　　　　　　　　⇒自治会、善行雑学大学を通して収集
· アンケートも、白幡、みその台地区の住人にも取っていただきたい。

· ここを良く通過する人たちがメンバーに入っていない。みその台地区の方々、この建物のことを良く知らない。［情報：桑山（地元住民）］

· 地元住民へのアンケート、自治会の協力が必要。連合町内会にお願いする。【⇒渡辺（邸園文化調査団）】

· 自治会については、区割りまでは分からないが、名称や代表者名までは藤沢市から提供できる。

· 自治会37～38ある。情報を行き渡らせるのは大変。自治会連合会としても二の足踏んでいるが、市の協力は可能か？

· 自治会に市からの協力依頼は難しい。持ち帰って担当課に確認したい。【⇒鈴木（藤沢市）】　

歴史資産調査[主査：宮田さん]

· 宮田さんは、建物の移り変わり、ゴルフ場等周辺環境の移り変わりを良くご存知。地元との人脈もある。

· 地域の歴史に詳しい平野さんにも、ご協力いただけることになっている。保存の請願も出しておられる。

· 建物については、実測調査を含めた調査を、水沼叔子先生の研究室で実施した。

· クラブハウスとしての建築物の研究であり、その後の時代の研究は手薄。そのあたりは宮田さん、平野さんにお願いし、補強して行きたい。

· 卒業研究後、ゴルフ場設計者の赤星四郎さんの情報が手に入った。赤星さんのお嬢さんと連絡取れた。歴史的変遷、当初の様子など聞けるチャンス。先日、グリーンハウスにおいでになった。［情報：水沼（関東学院大学）］

建築物現況調査[主査：森山さん]
· 県スポーツ課による現況調査（劣化調査）も実施するとのこと。

· 調査期間は定まっていない。調査の発注もまだしていない。調査の項目の詳細について詰めている状況。できるだけ早く、１０月中旬を目途に準備を進めたいのこと。［情報：池田（県政策課）］

· スポーツ課、調査項目の要望があればして欲しいとのこと。

· 劣化調査

· コンクリートコア抜きなど？今年度の予算で実施。項目は具体的になっていないと発注できない。１０月中旬・・・本当にできるのか？

· 調査項目については、こちらからも要望したい。企画書をつくる。【⇒森山（神奈川建築士会）】

· 水沼叔子研究室による実測調査の成果、報告書の中に図面あるが、このままでは利用できない。野帳のコピーをもらって、現況がどうなっているのか、資料をつくりたい。この建物の創建当初の図面と見比べ、改造調査も行う。

· 期日、一ヶ月と短いが、実測調査は既にされており、改造調査は、一日あればなんとかなる。大勢の目で確認したい。調査の期日、できるだけ多くの方が参加できるようにしたい。

· 緊急を要するものがあるのではないか？

· 地下室、水であふれて入れない。

· 埃、仕上げ状況がどうしようもない…。11月19日までに、掃除はしたい。

· トイレ、水が漏れている。緊急中の緊急。管理者は何をやっているのか？

· 点検報告書、みたいなことをやりたい。

· Ａ．レーモンド事務所で図面は一部見せていただいたが、構造図面は差し障りあるということで、見せていただいていない。今年はこのような状況になっている。県の方から正式に、構造図面を見せていただけるよう、Ａ．レーモンド事務所にお願いして欲しい。【⇒池田（県政策課）】

■実施体制について

· 体育センターの管理者はプロジェクトチームのメンバーに入らないのか？

· 施設管理者とは、イベント企画等していく上で、必ず調整が必要になる。各機関の連携がうまく取れていないと、成功は難しいのでは？

· ⇒オブザーバーとしての参加を検討する。【⇒渡辺（邸園文化調査団）】

· 体育協会、二回目以降参加していただきたいとお願いしている。出席していただけるという感触を得ている。スポーツ課、参加の了解は得ている。二回目以降参加していただける。［情報：池田（県政策課）］

· マンドリンコンサート等の企画、体育センターの管理課の人は知らないと言っている。[情報：平井（藤沢アートワーク）]

· 管理課の方々は、グリーンハウスを大事なものと見ていない。目線を変えてもらえるようなコミュニケーションを取っていった方が良いのではと感じている。

· 活動や取り組みが管理課に届くように、情報発信は少なくともしたい。

· 体育センター所長の下にお邪魔してPRしている。二・三回伺った。興味は持っていただいている。[情報：宮田（善行雑学大学）]

· 草刈したい、と言ったら、業者が刈りに来た。言えばやってくれる。

· 全て公開できないか？といったら難色を示した。

· 担当の人は、この建物に関心を持っていた。今度のイベントの担当もしてくれる。

■今年度のスケジュール
· 歴史資産調査、建築物現況調査

· 12月くらいまでに大まかな報告ができれば、資料が集まればよいのでは？

· 第三回ＰＪチーム会議で、中間報告的な形で、それぞれのチームからお話をいただければと思う。

文責：關佑也（邸園文化調査団）

１）趣旨説明

池田（県政策課）

· グリーンハウス再生プラン策定までの経緯について紹介。

· 「さがみ湾文化ネットワーク構想」

· 県の総合計画「戦略プロジェクト51」のひとつ

· 「相模湾沿岸の魅力づくり」

· 美しいなぎさ、緑、歴史文化、旧別荘…保全活用が課題

· ⇒総合計画で位置づけ

· 地域資源に着目、美しい水辺空間

· 「既存資源の保全・利活用」

· 県、市町、事業者が協働連携して推進

· 基本理念

· 多彩な地域資源を活かし、

· 五本の柱

· 施策方向

· ①地域資源の保全と継承

· 海岸侵食対策、浜辺の保全再生、歴史文化の保全と継承

· ②地域資源を活かしたまちづくり

· ③市民活動と連携強化

· 本構想の策定過程

· モデル事業の検討のためのワークショップを開催。成果を踏まえ、提案をいただいた。

· 「グリーンハウスの保全再生プラン」

· 邸園文化調査団が協力。３回のワークショップを実施。

· モデル事業５つ選定

· 「グリーンハウス再生プランの提案」

· NPO団体から計画策定の企画を募集した。

· 「グリーンハウス再生プラン」…プロジェクトチームを形成して検討

· 選考団体：邸園文化調査団（県から委託）。

· 本日は第一回PJ会議。

２）自己紹介

省略

３）これまでの取り組み

關（邸園文化調査団）

· パワーポイントで紹介

4）今年度の調査検討について　／　5）役割分担

關（邸園文化調査団）

· （配布資料の説明）

· ４つの班で、当面は作業を進めたい。

· チーム編成、スケジュール案を事務局で考えた。

· 各班でそれぞれ何をやるのか、意見交換したい。

· その後、班ごとに調査項目等検討していただきたい。
渡辺（邸園文化調査団）

· アンケート班…スポーツクラブ、体育協会、自治会、藤沢アートワーク。

· イベント等の場を通じてアンケート収集。善行雑学大学、11月にアンケート実施も。
· 自治会経由で広くアンケートを収集する？

宮田（善行雑学大学）

· 11月19日、湘南邸園文化祭の企画を進めている。

· グリーンハウスの見学会、三沢浩先生講演、湘南マンドリンアンサンブルのコンサート。

· できるだけ多くの人に存在を知ってもらいたい。

· 春の湘南マンドリンアンサンブルのコンサート、定員150人のところ200人の来場。今回、どうせならより多くの人に来てもらいたい。隣の総合県立総合教育センターの大講堂を借りた。400名収容。

· その日の見学会、グリーンハウスの三階も開けて貰う。

· アンケート内容、邸園文化調査団とも打合せながら、有効に活かしたい。

· 来てくれた人に、住所等名簿に書いてもらい、グリーンハウス再生の応援団に！賛同、活動に参加したいという人を増やしたい。せっかくの機会を有効に使って行きたい。

平井（藤沢アートワーク）

· 11月、体育センター管理課と打合せした。

· 実施体制、体育センターの方はプロジェクトチームのメンバーに入らないのか？

· イベント企画等していく上で、必ず調整が必要になる。各機関の連携がうまく取れていないと、成功は難しいのでは？

· アンケート

· 湘南邸園文化祭のアンケート、グリーンハウスのアンケート、別に作る？欲しい情報をリンクさせて、一つにできないか？

宮田（善行雑学大学）

· 邸園文化祭のアンケートは、9月27日の連絡協議会に出てくる予定。それを受けて検討する。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 「湘南邸園文化祭」全体として聞きたいことは整理する。だが個別の邸園で聞きたいこともある。それはそれぞれの主催者に任せる。

· アンケートにも三種類あるのでは？

· 湘南邸園文化祭の参加者に対するアンケート　　　⇒入場者に配る

· 体育センターセンター利用者へのアンケート　　　⇒グリーンハウスに置かせてもらう？

· 地域住民に対するアンケート　　　　　　　　　　⇒自治会、善行雑学大学を通して収集
桑山（地元住民）

· 地元住民として。ここを良く通過する人たちがメンバーに入っていない。個人的には町会長にも声かけたが・・・

· みその台地区の方々、ここのことを良く知らない。

· アンケートも、白幡、みその台地区の住人にも取っていただきたい。

渡辺（邸園文化調査団）
· 地元住民⇒自治会の協力が必要。連合町内会には私からお願いしたい。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 自治会の境界図あるか？

鈴木（藤沢市）

· ある。区割りまでは分からない。名称、代表までは提供できる。

渡辺（邸園文化調査団）
· 自治会37～38ある。情報を行き渡らせるのは大変。自治会連合会としても二の足踏んでいる。

· 市からの協力は可能か？

鈴木（藤沢市）

· 自治会に協力依頼は難しい。もちかえって担当課に確認したい。

渡辺（邸園文化調査団）
· メンバーに、施設管理者の体育センターが入っていない。事前にお話を伺って依頼したが、同じ意見を体育協会からもいただいた。

· 体育協会としても、スポーツ課が出る？いかがなものか？

· 県政策課からお話をしていただいた。スポーツ課はオブザーバーとして参加。体育協会は参加が難しい？

池田（県政策課）

· 体育協会、二回目以降参加していただきたいとお願いしている。出席していただけるという感触を得ている。

· スポーツ課、参加の了解は得ている。二回目以降参加していただける。

中島（県政策課）

· 補足。PJチーム、最終的な成果を施設管理者に提案するという形をとる。PJチームにあらかじめ入るのはどうか？⇒オブザーバーという形になった。

· スポーツ課、玉屋食堂との調整⇒施設管理者としての立場。調整は池田を通じてやります。

平井（藤沢アートワーク）

· 管理課の方、オブザーバーの方には是非来ていただきたい。イベント等の際近い立場の方。

· マンドリンコンサート等の企画、管理課の人は知らないといっている。距離を置いている。目にしてもらえるくらいの環境は必要。

· 「何でこの建物はいいのか？？？」という感想。入り口のカイヅカイブキも切りたい…という勢い。大事なものと見ていない。意識的に見てもらえるように、目線を変えてもらえるようなコミュニケーションを取っていった方が良いのではと感じている。

渥美（善行雑学大学）
· 実施体制、掃除くらいはしないと・・・という気持ちがこちらにはある。

· 掃除する、などの活動も行う体制として魅せることが大切では？具体的に動きながら。

· ⇒県の担当課と関係してくる。掃除を外注。「ここはいじるな～」と我々と対立してしまう？

菅孝能（邸園文化調査団）

· 掃除、去年のワークショップでも企画した。放置自転車を撤去したいという提案。我々がやる前に管理課が先にやってしまった。

· 管理課との協議が必要。オブザーバー？はもう一度検討。

· 活動や取り組みが管理課に届くように。情報発信は少なくともしたい。検討する。

宮田（善行雑学大学）
· 体育センター所長の下にお邪魔してPRしている。二・三回。興味は持っていただいている。

· 情報は積極的に提供した方が良い。

· 草刈したい、と言ったら、業者が刈りに来た。言えばやってくれる。

· 全て公開できないか？といったら難色を示した。

· 担当の人は、この建物に関心を持っていた。今度のイベントの担当もしてくれる。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 宮田さん、所長さんのところに行く時に、渡辺さんもご一緒しては？

宮田（善行雑学大学）
· こないだ池田さんとうかがった。積み重ねながらご理解を深めて行きたい。

菅孝能（邸園文化調査団）
· 歴史資産調査、宮田さん中心になってやっていただきたい。

· 建物の移り変わり、ゴルフ場等周辺環境の移り変わりを良くご存知。地元との人脈もおあり。

· 建物については、水沼叔子先生の研究室もされている。情報交換しながら取組んでいただけないか？

· 地域の歴史、平野さんにもご協力いただけることになっている。

宮田（善行雑学大学）

· 水沼叔子先生の研究室も詳しいレポートを出している。

· 平野さん、地元に詳しい。保存の請願も出しておられる。ご協力願う。

· 地元の人からも、昔のことを知る人など発掘しながらやって行きたい。

水沼叔子（関東学院大学）

· 昨年、この建物の実測調査を含めた卒業研究を、学生が実施した。

· クラブハウスとしての建築物の研究であり、その後の時代の研究は手薄。そのあたりは宮田さん、平野さんにお願いし、補強して行きたい。

· 卒業研究後、ゴルフ場設計者の赤星四郎さんの情報が手に入った。

· 赤星さんのお嬢さんと連絡取れた。歴史的変遷、当初の様子など聞けるチャンス。

· こないだ、グリーンハウスにおいでになった。ご兄弟でご存命。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 建築物の現況調査。森山さんにお願いする。

· 県スポーツ課による現況調査も実施するとのこと。

池田（県政策課）

· 調査期間は定まっていない。調査の発注もまだしていない。

· 調査の項目の詳細について詰めている状況。できるだけ早く、１０月中旬を目途に準備を進めたいのこと。

· スポーツ課、調査項目の要望があればして欲しいとのことです。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 企画書を作ると良いのでは？

森山（神奈川建築士会）

· 劣化調査

· コンクリートコア抜きなど？

· 今年度の予算で実施。項目は具体的になっていないと発注できない。１０月中旬・・・本当にできるのか？

· こちらからも要望したい。

· 昨年夏休み、水沼叔子研究室で実測調査。手伝った。

· 成果品、報告書の中に図面あるが、このままでは利用できない。

· 野帳のコピーをもらって、現況がどうなっているのか、資料をつくりたい。

· この建物の創建当初の図面と見比べ、改造調査を行う。

· 期日、一ヶ月で…

· 実測調査は既にしているとのこと。

· 改造調査は一日あればなんとかなる。大勢の目で確認したい。

· 緊急を要するものがあるのではないか？

· 地下室、水であふれて入れない。

· 埃、仕上げ状況がどうしようもない…。１１月１９日までに、掃除はしたい。

· トイレ、水が漏れている。緊急中の緊急。管理者は何をやっているのか？

· 点検報告書、みたいなことをやりたい。

水沼叔子（関東学院大学）

· Ａ．レーモンド事務所、図面は一部のみ見せていただいた。

· 構造は差し障りあるということで、見せていただいていない。

· 今年はこのような状況になっている。県の方から正式に、構造図面を見せていただけるよう、Ａ．レーモンド事務所にお願いして欲しい。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 点検調査、調査の項目洗い出し・・・役割分担をしてやっていただきたい。

· 調査の期日、できるだけ多くの方が参加できるようにしたい。

· スケジュール、歴史資産調査、建築物現況調査

· １２月くらいまでに大まかな報告ができれば、資料が集まればよいのでは？

· 第三回ＰＪチーム会議で、中間報告的な形で、それぞれのチームからお話をいただければと思う。

· 全体として決めなければいけないこと

· 第二回PJ会議：10月28日午前　09：30～11：00

· 事前に、各班から進捗状況をe-mail等でお出しいただきたい。
渡辺（邸園文化調査団）
· メーリングリスト、昨年のMLに加わっていただく。

· まだ参加されていない方、後ほどアドレスを渡辺まで。

菅孝能（邸園文化調査団）

· 第一回、班毎の検討・・・懇親会などでお互い連絡を取りながら検討していただきたい。

文責：關佑也（邸園文化調査団）
